
■

会
社
回
答
：
ベ
ア
４
１
０
０
円
の
“
低
額
”
提
示J

R

貨
物
は
26
春
闘
で
、
組
合
の
賃
上
げ
要
求
に

対
し
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
４
１
０
０
円

と
い
う
低
額
回
答
を
提
示
し
ま
し
た
。

会
社
は
、

●
自
動
車
部
品
輸
送
の
増
加
な
ど
で
増
収

●
経
常
利
益
は
前
期
比
1
億
円
増

●
た
だ
し
物
価
高
や
災
害
で
経
営
は
厳
し
い
と
説
明
し
、
「
熟
慮
し
た
最
終
回
答
」
と
し
ま
し
た
。

■

組
合
の
主
張

「
物
価
高
で
生
活
は
限
界
。
社
員
の
生
活
改
善
に
な
ら
な
い
！
」

組
合
は
強
く
反
発
し
、
次
の
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

●
物
価
高
騰
の
中
、
４
１
０
０
円
で
は
生
活
改
善
に
程
遠
い

●
会
社
は
「
物
価
上
昇
は
ベ
ア
で
対
応
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
実
態
が
伴
わ
な
い

●
低
賃
金
が
続
き
、
若
手
社
員
の
離
職
が
増
加

●
他
社
は
賃
上
げ
で
人
材
確
保
を
進
め
て
い
る
の
に
、J

R

貨
物
は
遅
れ

●
「
人
材
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
資
産
」
と
い
う
考
え
に
立
ち
返
る
べ
き

●
生
産
性
向
上
は
社
員
で
は
な
く
会
社
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

組
合
は

「
再
検
討
し
て
再
回
答
を
求
め
る
」

と
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、
会
社
は
応
じ
ず
、
組
合
は
持
ち
帰
り

検
討
と
し
ま
し
た
。

■

い
ま
必
要
な
の
は
“
人
へ
の
投
資
”

社
員
は
休
み
も
十
分
に
取
れ
な
い
中
、
日
夜
安
全
・
安
定
輸
送
を
支
え
て
い
ま
す
。
人
材
確
保
・
定
着

の
た
め
に
は
、
賃
金
を
含
め
た
待
遇
改
善
が
不
可
欠
で
す
。

■
２
０
２
６
年
7
月
1
日
・
推
計

●
社
員
数
：
５
３
９
８
人

●
平
均
年
齢
：
37
・
６

●
平
均
基
準
内
賃
金
：
２
８
９
７
６
４
円

お
知
ら
せ

「
思
想
・
信
条
を
超
え
て
国
民
監
視
の

『
ス
パ
イ
防
止
法
』
に
反
対
す
る

岩
手
県
民
の
会
」
発
足
会

日

時

４
月
４
日
（
土
）

13
時
30
～

場

所

勤
労
福
祉
会
館

５
階
大
ホ
ー
ル

「
震
災
15
年
の
つ
ど
い
」

日

時

４
月
18
日
（
日
）

13
時
～

場

所

大
船
渡
市

R
I
A
S

（
リ
ア
ス
）
ホ
ー
ル

内

容

記
念
講
演
な
ど

（
詳
細
は
未
定
）

第
97
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会

日

時

５
月
１
日

場

所

岩
手
公
園
広
場

内

容

集
会
後
、
デ
モ
行
進

憲
法
集
会

i
n

い
わ
て

日

時

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

10
時
～

場

所

岩
手
教
育
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

講

師

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏

26
春
闘
ニ
ュ
ー
ス
】

物
価
高
の
中
、JR

貨
物
の
回
答
わ
ず
か
４
１
０
０
円

「
こ
れ
で
は
生
活
で
き
な
い
！
」
組
合
が
強
く
抗
議
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原
発
の
安
全
に
関
わ

る
超
重
要
デ
ー
タ
な
の

で
大
問
題
。
再
稼
働
は

ほ
ぼ
遠
の
き
、
電
力
会

社
へ
の
信
頼
も
ガ
タ
落

ち
。中

部
電
力
・
浜
岡
原

発
で
デ
ー
タ
操
作
疑
惑

―

想
定
地
震
の
揺
れ

を
過
小
評
価
、
再
稼
働

は
さ
ら
に
困
難
に

◆

何
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
か

中
部
電
力
は
、
浜
岡

原
子
力
発
電
所
（
静
岡

県
御
前
崎
市
）
の
再
稼

働
審
査
に
お
い
て
、
耐

震
設
計
の
基
準
と
な
る

「
基
準
地
震
動
」
を
算

定
す
る
際
、
自
社
に
都

合
の
良
い
デ
ー
タ
を
意

図
的
に
選
ん
で
使
用
し

た
疑
い
が
あ
る
と
発
表

し
た
。

そ
の
結
果
、
原
発
が

想
定
す
べ
き
最
大
の
揺

れ
（
基
準
地
震
動
）
が

本
来
よ
り
小
さ
く
見
積

も
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。

◆

発
覚
の
経
緯

２
０
２
５
年
２
月
：

外
部
か
ら
「
不
正
が
あ

る
」
と
の
情
報
提
供
。

中
部
電
力
が
調
査
し
、

同
年
12
月
に
原
子
力
規

制
庁
へ
不
正
行
為
を
報

告
、
規
制
委
員
会
は
浜

岡
原
発
の
審
査
を
中
断
。

中
部
電
力
は
今
回
、
社

内
調
査
の
結
果
と
し
て

「
デ
ー
タ
操
作
の
疑
い
」

を
公
表
し
た
。

◆

中
部
電
力
の
説
明

と
謝
罪

林
欣
吾
社
長
は
記
者

会
見
で
、
「
原
子
力
事

業
の
根
幹
を
揺
る
が
し

か
ね
な
い
事
案
。
極
め

て
深
刻
に
受
け
止
め
て

い
る
」
と
謝
罪
。

ま
た
、
弁
護
士
3
人

に
よ
る
第
三
者
委
員
会

を
設
置
し
、
事
実
関
係

と
原
因
を
調
査
す
る
と

し
た
。

林
社
長
は
電
気
事
業

連
合
会
の
会
長
も
務
め

て
お
り
、
責
任
の
取
り

方
に
つ
い
て
は
「
総
合

的
に
考
え
て
い
く
」
と

述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

◆

規
制
側
の
反
応

原
子
力
規
制
庁
の
担

当
者
は
、
「
基
準
地
震

動
は
耐
震
性
確
保
の
最

重
要
項
目
」
と
強
調
。

規
制
委
員
会
は
、
２
月

7
日
の
定
例
会
合
で
対

応
を
協
議
す
る
予
定
。

◆

経
済
産
業
省
の
対

応経
産
省
は
中
部
電
力
に

対
し
、
4
月
６
日
ま
で

に
不
正
の
経
緯
・
原
因
・

再
発
防
止
策
を
報
告
す

る
よ
う
命
令
し
た
。

◆

背
景
：
浜
岡
原
発

は
な
ぜ
厳
し
く
見
ら
れ

る
の
か

浜
岡
原
発
は
、
東
海

地
震
の
想
定
震
源
域
の

真
上
に
位
置
す
る
。
過

去
に
も
安
全
対
策
工
事

で
不
正
が
発
覚
（
２
０

２
５
年
）
と
い
う
事
情

が
あ
り
、
も
と
も
と
再

稼
働
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
今
回
の
不
正
疑

惑
で
、
再
稼
働
は
さ
ら

に
遠
の
い
た
と
見
ら
れ

る
。

◆

補
足
：
基
準
地
震

動
と
は

原
発
が
耐
え
る
べ
き

「
最
大
の
揺
れ
」
を
示

す
数
値
で
、
耐
震
設
計

の
根
幹
と
な
る
。

周
辺
の
活
断
層
の
地

震
。
未
知
の
断
層
に
よ

る
地
震
。
地
盤
特
性
な

ど
を
総
合
的
に
考
慮
し

て
決
め
る
。
揺
れ
の
大

き
さ
は
ガ
ル
（G

a
l

）

と
い
う
加
速
度
の
単
位

で
表
す
。

Ｎ
Ｏ

１
７
７

浜
岡
原
発
で
「地
震
の
揺
れ
を
小
さ
く
見
せ

た
疑
い
」が
発
覚

「なんとなく不調」の正体――酵素不足かもしれません

栄養をしっかり摂っているのに、胸やけ、胃もたれ、頭痛、

手足の冷えなどの不調が続く…そんな方は「酵素不足」が原

因かもしれません。

私たちの体は、酵素の働きによって食べ物を消化し、栄養素

を吸収・代謝することで生命活動を維持しています。酵素は

体内で作られるだけでなく、生の食材からも摂取することが

可能です。

しかし、加熱調理された料理や加工食品など、酵素が含まれ

ていない食品ばかりを摂っていると、体内の酵素はどんどん

消耗してしまいます。そのため、酵素を減らさない生活習慣

や、普段の食事に酵素を取り入れる工夫が必要です。

酵素の力を食事で補うことの大切さ

酵素は体内に存在し、消化・吸収・呼吸・細胞やホルモンの

生成など、あらゆる生命活動に関わっています。特に、消化・

吸収・代謝を担う酵素は、健康を支えるカギとなります。

酵素（消化酵素）がなければ、どれだけ栄養を摂っても体は

それをうまく吸収できません。また、吸収された栄養素から

エネルギーを生み出したり、細胞や器官、筋肉の修復、免疫

やホルモンのバランス調整を行うには、酵素（代謝酵素）が

不可欠です。

酵素の量には限りがある？

私たちの体内には、生まれたときから「潜在酵素」と呼ばれ

る酵素が存在し、必要に応じて消化酵素や代謝酵素として働

きます。しかし、この潜在酵素の量は一生のうちに作られる

量がほぼ決まっており、年齢とともに減少していきます。

さらに、加齢だけでなく、農薬や食品添加物などの化学物質

の摂取、過食、ストレスなどによっても酵素は消耗されてし

まいます。酵素は寿命を左右する重要な因子とも言われてお

り、健康的な生活を送るためには、植物由来の「植物酵素」

を積極的に摂取し、体内の酵素をなるべく減らさないことが

大切です。

健康のカギは「腸」にあり

私たちの体を構成する細胞は、すべて腸から吸収された栄養

素によって作られています。つまり、体を元気に保つには、

まず腸を元気にすることが重要です。

腸の働きを高めるには、植物酵素をはじめ、ビタミンやミネ

ラルが豊富な生野菜や果物、発酵食品を積極的に摂ることが

効果的です。

和食は理想的な酵素食

酵素をしっかり摂れる食文化といえば、やはり和食。魚介類

や野菜を生で食べる習慣があり、漬物や味噌、納豆などの発

酵食品も豊富です。和食は、酵素を取り入れるのに最適な食

事スタイルといえるでしょう。

酵素を守る生活習慣も大切

酵素は睡眠中に作られるため、睡眠不足や質の悪い睡眠は酵

素の生成を妨げます。また、ストレスも酵素を消耗させる原

因に。しっかりと休息を取り、心身のバランスを整えること

も、酵素を守るために欠かせません。
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全
国
１
３
０
名
が
結

集
し
、
賃
上
げ
実
現

へ
決
意
固
め
る

◆

全
国
か
ら
仲
間
が

東
京
に
集
結

建
交
労
は
３
月
５
日
、

２
０
２
６
年
春
闘
の
最

大
の
山
場
と
位
置
づ
け

る
「
建
交
労
3.5

中
央
行

動
」
を
東
京
都
内
で
展

開
し
た
。
午
前
の
決
起

集
会
に
は
全
国
各
地
か

ら
約
１
３
０
名
が
参
加

し
、
春
闘
勝
利
に
向
け

た
意
思
統
一
が
図
ら
れ

た
。

◆

足
立
委
員
長
、
国

際
情
勢
と
賃
上
げ
の
必

要
性
を
強
調

主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
足
立
浩
委
員
長

は
、
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
先

制
攻
撃
に
強
く
抗
議
し
、

日
本
政
府
に
対
し
て
も

戦
争
中
止
へ
の
働
き
か

け
を
求
め
た
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
部

門
で
の
有
額
回
答
の
前

進
や
学
童
部
会
で
の
統

一
要
求
基
準
づ
く
り
な

ど
、
各
部
会
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
、「
物
価

高
騰
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
も
、
必
ず
賃
上
げ

を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
訴

え
た
。

◆

全
労
連
か
ら
の
連

帯
あ
い
さ
つ

続
い
て
、
全
労
連
の
黒

澤
幸
一
事
務
局
長
が
連

帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

春
闘
全
体
の
前
進
に
向

け
た
支
援
を
表
明
し
た
。

◆

各
部
会
・
県
本
部

が
現
場
の
声
を
も
と

に
決
意
表
明

学
童
部
会
、
大
阪
本

部
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
、
長

野
本
部
、
ダ
ン
プ
支
部

な
ど
、
各
部
会
・
県
本

部
の
代
表
が
現
場
の
実

情
を
踏
ま
え
た
決
意
表

明
を
実
施
。

ま
た
、
厚
生
労
働
大

臣
宛
て
の
個
人
署
名
が

全
国
か
ら
多
数
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

運
動
の
広
が
り
が
共
有

さ
れ
た
。

◆

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
で
午
前
の
集
会
を

締
め
く
く
り

集
会
の
最
後
に
は
、

川
路
副
委
員
長
の
音
頭

で「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
」
を
三
唱
し
、
参

加
者
は
午
後
の
行

動
へ
と
向
か
っ
た
。

◆

午
後
は
全
労

連
集
会
へ
合
流

午
後
は
日
比
谷

公
園
周
辺
で
開
か

れ
た
全
労
連
の
春
闘
決

起
集
会
に
合
流
し
、
国

会
に
向
け
た
請
願
デ
モ

を
実
施
。
建
交
労
鉄
道

部
会
か
ら
は
10
名
が
参

加
し
、
春
闘
前
進
へ
の

決
意
を
示
し
た
。

建
交
労
２
０
２
６
年
春
闘
の
山
場

で
中
央
行
動

北
海
道
交
運
共
闘
が

運
輸
局
と
意
見
交
換
北

海
道
交
運
共
闘
は
2

月

20

日
、
北
海
道
運
輸
局

と
の
交
渉
で
、J

R

北
海

道
に
関
わ
る
３
点
を
要

請
し
た
。

内
容
は

Ⅰ
.
貨
物
鉄
道
強
化
の

た
め
の
鉄
路
維
持

２
.
新
幹
線
札
幌
延
伸

に
伴
う
函
館
本
線
の
有

効
活
用

３
.
新
幹
線
延
伸
の
遅

れ
に
よ
る
地
域
負
担
の

軽
減
策
の
３
項
目
。

意
見
交
換
で
は

運
輸
局
か
ら
以
下
の
回

答
・
説
明
が
あ
っ
た
。

●
貨
物
鉄
道
の
利
用
拡
大

へ
向
け
た
周
知
活
動
を

実
施
中
で
、
引
き
続
き

本
省
へ
の
支
援
要
請
を

求
め
ら
れ
た
。

●
並
行
在
来
線
の
バ
ス
転

換
に
至
る
経
緯
を
説
明

し
、
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
た
助
言
を
行

う
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

●
新
幹
線
札
幌
延
伸
は
２

０
３
８
年
度
末
開
業
と

の
有
識
者
会
議
の
見
解

が
示
さ
れ
、
要
請
内
容

は
本
省
に
伝
え
る
と
し

た
。ま

た
鉄
道
本
部
か
ら

は
、
1
月
下
旬
の
大
雪

に
よ
る
列
車
遅
延
・
運

休
を
受
け
、
高
架
区
間

の
除
排
雪
を
国
交
省
内

で
連
携
し
て
効
率
化
す

る
仕
組
み
づ
く
り
を
提

案
。
高
速
道
路
や
鉄
道

の
高
架
か
ら
下
ろ
し
た

雪
を
開
発
局
が
運
搬
す

る
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
除

雪
」
の
よ
う
な
協
力
体

制
を
本
省
に
上
申
す
る

よ
う
求
め
た
。

現
場
の
声
・
安
全
対
策
・

要
員
確
保
の
要
求
が
ほ

ぼ
反
映
さ
れ
ず

建
交
労
東
北
貨
物
協

議
会
は
２
月
18

日
、
２

０
２
６
年
３
月
ダ
イ
ヤ

改
正
に
関
す
る
団
体
交

渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
社
側
の
回

答
は
多
く
が
「
現
行
ど

お
り
」
「
指
導
し
て
い

く
」
に
と
ど
ま
り
、
現

場
の
建
設
的
な
意
見
が

ほ
と
ん
ど
取
り
入
れ
ら

れ
な
い
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

■

１
．
運
転
士
関
係
●

仕
業
改
善
・
安
全
確
保

の
要
求
に
対
し
、
会
社

は
消
極
姿
勢

●
深
夜
帯
の
折
返
し
休
養

５
時
間
確
保

一
部
仕
業
で
未
達
成
。

組
合
は
改
善
継
続
を
要

求
。

●
予
備
要
員
３
名
増

回
答
は
「
提
案
ど
お
り
」

だ
が
、
会
社
は
“
現
在

員
で
対
応
”
の
姿
勢
。

組
合
「
そ
も
そ
も
現
在

員
が
不
足
。
休
め
な
い

体
制
は
健
康
不
安
」

●
若
年
退
職
の
増
加

組

合
が
深
刻
さ
を
指
摘
。

●
新
規
養
成
計
画

91

回
生
４
名
、
93

回
生

は
募
集
中
。

組
合
「
人
数
が
少
な
く

将
来
の
要
員
確
保
が
不

安
」

●
年
休
・
特
休
の
大
量
買

上
げ特

休
買
上
げ
が
常
態
化
。

組
合
「
低
賃
金
ゆ
え
買

上
げ
頼
み
の
現
状
は
問

題
」

■

２
．
安
全
対
策

●
長
時
間
勤
務
・
抑
止
・

設
備
不
備
…
現
場
の
危

険
は
解
消
さ
れ
ず

●
抑
止
時
は
8
時
間
を

目
処
に
交
代
を

回
答
は
「
指
導
す
る
」
。

組
合
「
取
り
決
め
が
守

ら
れ
て
い
な
い
。
24H

手

配
の
早
期
判
断
を
」

●
２
泊
３
日
の
勤
務
を
避

け
る
こ
と

回
答
は
「
指
導
す
る
」
。

組
合
「
安
全
最
優
先
と

言
い
な
が
ら
長
時
間
勤

務
が
常
態
化
」

●
藤
田
・
越
河
駅
の
停
止

目
標
設
置

来
年
度
設
置
予
定
。
昨

年
か
ら
の
遅
延
に
組
合

が
不
満
。

●
信
号
機
銘
板
の
整
備
、

線
路
脇
の
除
草

回
答
は
「
要
請
し
て
い

く
」
。

組
合
「
雑
草
で
動
物
が

見
え
な
い
。
下
回
り
点

検
も
困
難
」

■

３
．
そ
の
他
の
職
場

環
境

●
黒
磯
駅
の
カ
ラ
ス
被

旅
客
会
社
と
行
政
で
検

討
中
。

組
合
「
通
路
の
糞
害
が

深
刻
。
衛
生
面
で
問
題
」

休
養
室
の
遮
光
カ
ー
テ

ン
・
エ
ア
コ
ン
清
掃

順
次
対
応
・
要
請
す
る

と
回
答
。

組
合
「
カ
ビ
や
老
朽
化

が
ひ
ど
く
早
急
な
改
善

が
必
要
」

遅
延
時
の
食
事
代
を
１

０
０
０
円
に

回
答
は
「
現
行
７
０
０

円
の
ま
ま
」
。

組
合
「
物
価
高
に
全
く

見
合
わ
な
い
」

■

４
．
盛
岡
（
タ
）
派

出●
当
直
を
泊
ま
り
勤
務
に

会
社
は
「
現
行
ど
お
り
」
。

組
合
「
遅
延
時
の
対
応

が
不
十
分
。
休
養
中
も

業
務
携
帯
が
鳴
り
休
め

な
い
」

■

総
括
：
現
場
の
声
が

届
か
な
い
“
ゼ
ロ
回
答
”

に
近
い
内
容

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
交

渉
で
は
、
●
安
全
対
策
の

強
化
●
要
員
不
足
の
解
消

●
長
時
間
勤
務
の
是
正
●

職
場
環
境
の
改
善
と
い
っ

た
現
場
の
切
実
な
要
求

に
対
し
、
会
社
側
は
ほ

と
ん
ど
踏
み
込
ん
だ
改

善
策
を
示
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

「
安
全
・
安
定
輸
送
」

を
掲
げ
な
が
ら
、
現
場

の
負
担
は
増
え
る
一
方
。

建
設
的
な
意
見
が
取
り

入
れ
ら
れ
な
い
姿
勢
に

強
い
懸
念
が
残
る
内
容

で
す
。
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高
市
さ
ん
は
危
な
い

高
市
さ
ん
は
言
っ
た

有
事
が
あ
れ
ば
自
衛
隊
を
動
か
す
と

有
事
と
は
何
か

台
湾
に
中
国
が
武
力
侵
攻
す
る

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
米
軍
よ
り
先
に

日
本
の
自
衛
隊
を
使
う

日
本
の
自
衛
隊
は
米
軍
の
指
揮
下
に
あ
る

日
本
は
断
れ
な
い

高
市
さ
ん
は
進
ん
で
や
ろ
う
と
す
る
か
も
し

れ
な
い

そ
う
な
れ
ば
中
国
は
日
本
に
反
撃
す
る

多
く
の
死
者
が
出
る
だ
ろ
う

自
衛
隊
を
動
か
し
て
は
い
け
な
い

平
和
憲
法
の
出
番
だ

心
友
通
信

NOⅠ

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス

キ
ー
米
国
代
表
の
ハ

ン
タ
ー
・
ベ
ス
選
手
。

記
者
か
ら
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
暴
力
的
な
移

民
取
り
締
ま
り
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
問
わ

れ
た
。
彼
は
「
国
旗

を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
、
米
国
で
今
起
き

て
い
る
こ
と
の
す
べ

て
を
代
表
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
は
な

い
」
と
答
え
た
。
す

る
と
ト
ラ
ン
プ
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
彼
を
「
本
物

の
負
け
犬
だ
」
と
攻

撃
し
た
。
ト
ラ
ン
プ

の
持
っ
て
い
る
カ
ー

ド
は
そ
ん
な
も
ん
だ

ろ
う
。

ト
ラ
ン
プ
の
住
む

ア

メ

リ

カ

。

移

民

（
白
人
）
が
先
住
民

（
イ
ン
デ
ア
ン
）
の

命
と
土
地
を
奪
い
現

在
が
あ
る
。
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ヤ
州
な
ど
も
メ

キ
シ
コ
か
ら
奪
っ
た

土
地
だ
。
彼
ら
は
、

ハ
ワ
イ
の
女
王
リ
リ

ウ
オ
カ
ラ
二
の
王
朝

を
倒
し
、
平
和
な
太

平
洋
の
島
々
を
、
ド
ー

ル
社
と
デ
ル
モ
ン
ト

社
の
大
農
場
に
囲
ま

れ
た
海
軍
基
地
に
し

た
。
移
民
は
出
て
い

け
と
い
う
な
ら
、
ト

ラ
ン
プ
（
そ
う
叫
ん

で
い
る
白
人
自
身
）

が
出
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
月
11

日
の
岩
手

日
報
。
一
面
に
県
内

で
働
く
30

代
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
女
性
の
声

が

載

っ

て

い

た

。

「
私
は
日
本
の
ル
ー

ル
を
守
り
、
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
、
邪

魔
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
い
ま
す
」

と
。
米
国
だ
け
で
は

な
い
。
日
本
で
も
昨

年
の
参
議
院
選
挙
あ

た
り
か
ら
、
排
外
主

義
を
主
張
す
る
政
党

が
目
立
つ
。
彼
女
の

切
な
い
声
は
、
そ
の

空
気
を
反
映
し
て
い

る
よ
う
だ
。
今
回
の

衆
議
院
選
挙
の
結
果
、

こ
の
空
気
が
強
ま
り

そ
う
だ
。
そ
れ
は
や

が
て
、
障
害
を
か
か

え
て
い
る
人
へ
の
差

別
・
排
除
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
追
い
出
す

べ
き
は
人
権
で
は
な

い
、
ご
く
一
部
の
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
こ
の
い
や
な
空

気
だ
。

五
輪
三
考
。

細
川
忠
雄

ご
り
ん
さ
ん
こ
う

JR

北
海
道
に
３
つ
の
要
請

北
海
道
鉄
道
本
部

竹
田
吉
宏

国会に向けた請願デモ

【
26
春
闘
・
ダ
イ
ヤ
改
正
ニ
ュ
ー
ス
】

当
局
回
答
は
“
現
状
維
持
”
ば
か
り

建交労中央行動
建交労鉄道部会


